
会議の公開等について 

１ 会議の公開について 

・ 本市における他の審議会、検討委員会等については、特段の事情がない限り公開

していることから、当会議についても、これに準じ、原則として公開するものとし

ます。 

・ ただし、会議の一部または全部を非公開とする必要があると考えられる事案が出

た場合は、改めて協議を行うものとします。 

・ 会議を非公開とする場合は、その理由を公表するものとします。

２ 会議録について 

・ 資料１－２～資料１－４参照

参考 非公開とすることについて協議を行う場合の目安 

・特定個人の権利利益を害するおそれがある場合

・率直な意見の交換又は意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合

・公開しないとの条件で任意に提供された資料等がある場合 等

資料１―１ 
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会議録の作成方法等について 

 

令和５年４月１日から運用開始された米沢市会議録の作成に関する指針（以下、指

針という）に基づき当会議における会議録の作成方法等について定めるものです。 

 

１ 会議録の作成方法（指針第４条） 

・当会議で作成する会議録は要点筆記とします。（指針第２条第２号の会議） 

・会議録作成のため、会議を録音します。 

・録音した音声データの文字おこしは行いません。 

・基礎資料（音声データ）は会議録の決裁後に保存不要のものとして廃棄します。 

 

２ 会議録の作成手順（指針第６条） 

・当会議の会議録は、次の手順で作成及び承認手続を行います。 

(1) 要点筆記(原案)の作成 【事務局】 

  ↓原案を送付 

(2) 要点筆記(原案)の確認及び承認 【委員】 

  ↓訂正等の連絡（連絡がない場合は承認されたものとして扱います） 

(3) 要点筆記(確定版)の起案・決裁 【事務局】 

  ↓ 

(4) 要点筆記(確定版)の送付及び基礎資料（音声データ）の廃棄 【事務局】 

 

３ 会議録の記載事項（指針第５条） 

指針に基づき会議録の記載を行います。※別紙様式参考 

資料 １－２ 
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会議録【要点筆記】 

会議名称 第〇回 米沢市〇〇〇〇審議会 

開催日時 令和〇年〇月〇日  午前〇時〇分～午前〇時〇分 

開催場所 米沢市役所 〇階 〇〇会議室 

出席者 （委員等氏名）  （所属団体等） 

会長  〇〇〇〇 （〇〇〇大学〇〇部教授） 

副会長 〇〇〇〇 （〇〇〇協議会会長） 

委員  〇〇〇〇 （〇〇〇会） 

委員  〇〇〇〇 （公募委員） 

欠席者 （委員等氏名）  （所属団体等） 

委員  〇〇〇〇 （〇〇〇会） 

事務局 

出席者 

〇〇部長、〇〇課長、〇〇課長補佐、〇〇課主任（〇〇担当） 

※原則として、職名を記載すること。

会議次第 １ 開会 

２ 委嘱状の交付 

３ 委員紹介・事務局職員紹介 

４ 正副会長選任 

５ 会議の公開又は非公開 

６ 議事 

⑴〇〇〇の調査報告及び〇〇計画（案）について

⑵〇〇〇事業の状況について

７ その他 

８ 閉会 

会議資料 次第 

委員名簿 

資料１「〇〇〇調査報告書及び〇〇計画（案）」 

資料２「〇〇〇事業の状況」 

会議内容 

【１～３ 省略】 ※必要に応じて記載します。 

【４正副会長選任】 

米沢市〇〇〇条例第〇条第〇項の規定により、正副会長を委員が互選。会長に〇〇〇〇委

員、副会長に〇〇〇〇委員が選任された。 

【５会議の公開又は非公開】 

  公開 ※非公開とした場合は、その理由を記載します。 

例：米沢市情報公開条例第７条第〇号に規定する不開示情報に関する審議のため 

  公正・円滑な審議が著しく阻害され、会議の目的が達成できないため 

要点筆記の例です。会議録の作成方法により記載します。

会議録【全文筆記】、会議要旨 

資料　１－３
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【６議事】 

 ⑴〇〇〇の調査報告及び〇〇計画（案）について 

事務局 

会長 

委員 

 

 

（〇〇〇の調査報告及び〇〇計画（案）について、資料１に基づき説明） 

〇〇〇調査報告について、〇〇〇と考えられる…各委員の意見をお願いしたい。 

〇〇〇〇… 

 

 ⑵〇〇〇事業の状況について 

会長 

事務局 

委員 

 

 

〇〇〇〇… 

△△△△… 

〇〇〇〇… 

【７その他】 

事務局 

会長 

 

△△△△… 

〇〇〇〇… 

【８閉会】 

  

 

 

 

 この会議録（会議要旨）が正確であることを承認します。 

 

  会議録（会議要旨）署名人     会長  〇 〇 〇 〇        

                       〇 〇 〇 〇        

  

※「会議内容」については、会議録の作成方法に

より記載方法が異なります。なお、発言者名は記

載しません。 

 

「全文筆記」 

意見等を要約せず、発言順に会話文形式（原則とし

て発した言葉のまま）で記載します。 

 

「要点筆記」 

意見等の趣旨を損ねることなく要約して記載しま

す。原則として発言順に記載しますが、より会議内

容を分かりやすく表記できる場合は、この限りであ

りません。なお、記載例は発言順です。 

 

「会議要旨」 

会議の結果等について、その概要を簡潔に記載しま

す。記載例は下記のとおりです。 

 

 

 

１正副会長の選任 

   互選により、会長〇〇〇〇氏、副会長〇〇〇〇氏が選任された。 

２〇〇〇の調査報告及び〇〇計画（案）について 

  事務局から説明があり、質疑応答の結果、〇〇〇を〇〇に見直しするなど一部修正す

ることが承認された。 

  主な質疑は以下のとおり 

  〇〇〇… 

  〇〇〇… 

３〇〇〇事業の状況について 

  事務局から状況報告があり、引き続き〇〇事業を推進していくことが了承された。 

４その他 

  △△△△… 

※会議要旨の「会議内容」の記載例 
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米沢市会議録の作成に関する指針 

 （目的） 

第１条 この指針は、会議録を適切に作成し、会議内容を明らかにすることによ

り、市政運営の透明性を向上させることを目的とする。 

 （対象となる会議） 

第２条 この指針の対象となる会議は、次に掲げるとおりとする。ただし、市議

会又は市長以外の執行機関の会議録については、法令等又はそれぞれの機関

等の定めるところによる。 

⑴ 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３項の規定に

基づき設置する附属機関の会議 

⑵ 市の規則、規程又は要綱等により設置された組織の会議であり、市職員

以外の構成員を含む会議 

⑶ 前２号に掲げる会議以外で、会議を所管する部課等の長が対象となると

認めた会議 

（会議録の作成） 

第３条 この指針の対象となる会議は、当該会議の公開、非公開にかかわらず、

会議終了後速やかに会議録を作成するものとする。 

 （会議録の作成方法） 

第４条 会議録は、次に掲げるいずれかの方法に従って作成するものとする。 

⑴ 会議録（全文筆記）

⑵ 会議録（要点筆記）

⑶ 会議要旨

２ 会議録の作成方法については、会議の種類や重要度に応じて適切な方法を選

択し、適正な会議録の作成に努めなければならない。 

３ 前項の選択に当たっては、おおむね次の表を参考とし、あらかじめ会議に諮

って、その方法を決定するものとする。 

会議の種類 会議録の作成方法 

第２条第１号及び第２号の会議 会議録（全文筆記）又は会議録（要点

筆記） 

第２条第３号の会議 会議録（要点筆記）又は会議要旨 

（会議録の記載事項） 

第５条 会議録には、原則として次に掲げる事項を記載するものとする。 

資料　１－４
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⑴ 会議の名称

⑵ 開催年月日、開始時刻及び終了時刻

⑶ 開催場所

⑷ 出席者及び欠席者の役職及び氏名

⑸ 会議の公開又は非公開

⑹ 会議内容

⑺ 会議資料

⑻ その他必要な事項

（会議録の作成手順及び保存） 

第６条 会議録の作成は、原則として次の手順に従って行うものとする。 

⑴ 原案の作成、所管課長等の確認

⑵ 出席者による承認手続

⑶ 所管課長等の決裁

２ 前項第２号に規定する出席者による承認手続は、次の表に掲げるいずれかの

方法で行うものとし、あらかじめ会議に諮って、その方法を決定するものとす

る。ただし、市職員のみの会議において出席者による承認手続が必要でないと

認めたときは、この手続を省略することができる。  

承認手続 

会議録の承認 会議録への署名等 

出席者全員に会議録案を送付

し、一定の確認期間を設けたう

えで、次回の会議において承認

を得る又は別の方法により承認

を得る。 

出席者全員の署名又は会議の長及びあら

かじめ指名する出席者の署名 

出席者全員又は会議の長及びあらかじめ

指名する出席者の回答文書 

上記に準じる方法として会議が認めるも

の 

３ 会議録については、米沢市文書管理規程（平成２年米沢市訓令第１６号）で

規定する保存期間が満了するまでこれを保管及び保存するものとする。 

４ 会議録の基礎資料である音声データ等は、米沢市文書管理規程に則り取り扱

うものとする。 
 （会議録の公表） 

第７条 公開した会議の会議録は、決裁後速やかに、米沢市情報公開条例（平成

２４年米沢市条例第３０号）第７条各号に規定する不開示情報に該当する記載

事項を除き、所管する課等で閲覧に供するよう努めるとともに、広く周知が必
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要なものは市のホームページに掲載し公表するよう努めるものとする。ただ

し、当該会議録の公表等について、法令若しくは条例で別段の定めがあるとき

は、この限りでない。 

 （その他） 

第８条 この指針に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この指針は、令和５年４月１日以降の会議から適用する。 
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《役員の選任について》 

規約第６条に基づき、会長を米沢市副市長とし、副会長１名と監事２名を互選する。 

役 職 所属職名等 氏 名 

副会長 

監 事 

監 事 

資料２ 
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令和５年度米沢市地域公共交通活性化協議会 

事業報告 
 

１ 協議会の開催 

 実施日 内容 

第１回 

 

6/26（月） 議事 

・監事の選任について 

・事業報告について 

・収支決算について 

・令和 5年度事業計画（案）について 

・令和 5年度収支予算（案）について 

・市街地循環路線の見直しについて 

・報告 

（１）基本目標の達成状況について 

第２回 11/2（木） 議事 

・（仮称）学園都市線の運行経路とダイヤについて 

・万世線の八幡原工業団地経由ルート追加について 

・南原地区及び三沢地区乗合タクシー運行について 

・山交バス白布線、小野川線の統合について 

・上杉城史苑駐車場へのバスの乗り入れについて 

・公共交通見直しの周知方法について 

・市街地循環路線（右回り・左回り）見直しについて 

・報告 

（１）市立病院新設に伴うバス停の移動等について 

第３回 3/15（金） 議事 

・報告 

（１）米沢市地域公共交通計画進捗状況について 

・協議 

（１）令和 6年度以降の事業内容について 

（２）ワーキング委員会の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
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２ 協議会事業の実施 

重点事業番号 事 業 内 容 

１－１－① 市街地循環路線の再編見直し 

（右回り・左回り） 

・米沢駅東口からの発着

・市立病院・三友堂病院の開院に伴う

ルートの変更

１－１－① 市街地循環路線の再編見直し 

（南回り） 

・学園都市線の運行開始に向けた協議

（R6.4.1より運行開始） 

１－１－② 米沢駅の誘導サイン等の改善 ・米沢駅構内及び米沢駅周辺における

誘導サイン等設置

２－１－① 郊外部の路線バスの再編・見直

し 

・白布小野川線の運行開始に向けた協

議（R6.4.1より運行開始）

２－１－② 運行方法・交通モード等の見直

し 

六郷地区 

R5.4.1 乗合タクシー実証運行開始 

R5.12.1 乗合タクシーダイヤ改正 

山上地区（板谷） 

R5.9.1 乗合タクシーダイヤ改正 

南原地区 

・公共交通見直しに向けた地区との

協議

・地区住民需要調査

・乗合タクシー乗り方説明会

（R6.4.1 より乗合タクシー実証運行

開始） 

三沢地区 

・公共交通見直しに向けた地区との

協議

・地区住民需要調査

・乗合タクシー乗り方説明会

（R6.4.1 より乗合タクシー実証運行

開始） 

３－１－① 鉄道との接続性向上 ・学園都市線及び白布小野川線におい

て米沢駅での鉄道との接続に配慮

したダイヤを設定

３－１－② 維持・管理に要する財源の確保 ・地域内フィーダー系統確保維持費国

庫補助金申請
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重点事業番号 事 業 内 容 

３－１－③ 奥羽新幹線の整備と米沢-福島

間トンネル整備の早期実現 

・新幹線を活用した生鮮などの輸送及

び販売

・東京駅、品川駅での広告掲載

・国及び東日本旅客鉄道㈱への要望活

動

４－１－② バス待ち環境の改善 ・上杉神社前バス停の統合（R6.4.1よ

り供用開始） 

・バス停上屋設置に向けた占用申請の

ための通行量調査実施

・バス停見守り隊事業開始に向けた取

組（R6.4.1より事業開始）

４－１－④ 総合的な公共交通マップ・時刻

表の作成 

・バス利用啓発パンフレット作成

５－１－① ICカードの活用 ・ICカード普及活動

(1)市役所での販売

ASK での販売検討（R6.4.1 から

販売開始）

(2)NCV学生チャンネルでの宣伝

５－１－③ 地域主体の交通サービスの導入

等の支援 

・米沢市内の街中におけるタクシー需

要調査

５－１－④ 企業や免許返納者に対する利用

促進策の展開 

・万世線経路追加に向けて八幡原企業

協議会との協議

（R6.4.1から経路追加）

３ 地域公共交通に係るアドバイザー派遣 

協議会事業の実施にあたり、「福島大学/前橋工科大学 吉田樹」氏を招聘し、協議会事

業実施全般に係るコーディネートや助言をいただいた。 
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（単位：円）

予算額 決算額 比較増減 備　　　考

1 負担金 1 負担金 1 負担金 834,000 834,000 0 米沢市負担金

2 補助金 1 補助金 1 補助金 0 0 0

3 繰越金 1 繰越金 1 繰越金 554,174 554,174 0 令和4年度から繰越

4 諸収入 1 諸収入 1 雑入 826 14,008 13,182 ICカード売上、預金利子等

1,389,000 1,402,182 13,182

予算額 決算額 比較増減 備　　　考

1 運営費 1 会議費 1 会議費 358,000 137,870 △ 220,130 委員謝礼等

2 事務費 1 事務費 105,000 29,040 △ 75,960 振込手数料、消耗品費等

2 事業費 1 事業費 1 事業費 926,000 1,121,404 195,404
アドバイザー報酬、バス路線
見直しチラシ作成配布にかか
る経費等

1,389,000 1,288,314 △ 100,686

歳入決算額 1,402,182

歳出決算額 1,288,314

差引 113,868

歳入合計

令和５年度米沢市地域公共交通活性化協議会
収支決算

歳入

款 項 目

　は令和6年度に繰越し

歳出

款 項 目

歳出合計

資料４
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監 査 報 告 書 

令和５年度米沢市地域公共交通活性化協議会収支決算に

ついて、関係帳票類など監査の結果、適正に処理されている

ことを認めます。 

令和６年５月２２日 

監事 渡 辺 博 幸 

令和６年５月２２日 

監事 金 子 明 夫 

※原本には、自署・押印をいただいております。

個人情報保護の観点から、監査報告書には記載しておりませんので

御了承ください。
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令和６年度米沢市地域公共交通活性化協議会 事業計画（案） 
 

米沢市地域公共交通活性化協議会（以下「協議会」という。）は、地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号）第６条第１項の規定に基づき、米沢市地

域公共交通計画（以下「計画」という。）に位置付けられた以下の事業を実施するとともに、

事業実施に関する協議を行う。 

 

１ 計画の推進 

計画において定めた各プロジェクトの重点事業を実施する 

〇市街地の魅力向上プロジェクト（重点事業１） 

（１）市街地循環路線の再編・見直し 

  循環右回り・左回りバス路線の再編に向けて、利用しやすいダイヤ、経路及び路線名

称等の見直しを検討する。 

  学園都市線の利用状況及び利用者からの意見を参考に、ダイヤ及び経路の見直しを検

討する。 

（２）米沢駅の誘導サイン等の改善 

  バス停周辺の誘導サイン等の設置を行う。 

（３）ナセＢＡの交通拠点としての機能強化 

  ナセＢＡ周辺の一方通行解除等に合わせて、バス経路の見直しを検討する。 

〇市街地へのアクセス性確保プロジェクト（重点事業２） 

（１）郊外部の路線バスの再編・見直し 

再編に向けての検討を行う。 

（２）運行方法・交通モード等の見直し 

  令和５年度に引き続き、各地区との協議及び需要調査を行う。 

〇広域連携強化プロジェクト（重点事業３） 

（１）鉄道との接続性向上 

  循環右回り・左回り路線のパターンダイヤ化等見直しに合わせて再編を検討する。 

（２）奥羽新幹線の整備と米沢-福島間トンネル整備の早期実現 

  米沢-福島間におけるトンネル整備の早期実現に向けた政府への要望活動及び利用促

進の取組を行う。 

〇利用しやすさ・わかりやすさ改善プロジェクト（重点事業４） 

（１）運賃制度の見直し 

  現状の運賃制度の見直し等について検討する。 

（２）バス待ち環境の改善 

  バス停見守り隊事業の周知及び募集。 

  イオン前及び山大工学部前バス停上屋の設置。 

 

資料５ 
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（３）運行情報の公表・更新

  ダイヤ等の改正に合わせ、データの更新を行う。 

（４）総合的な公共交通マップ・時刻表の作成

  バス路線見直しに合わせたバスマップの内容検討。 

〇公共交通の基盤固めプロジェクト（重点事業５） 

（１）ＩＣカードの活用

  普及促進活動とデータの活用を行う。 

  市役所での ICカード販売を行う。 

  ASKでの ICカード販売を行う。 

（２）バスの乗り方教室の実施

  バス利用啓発パンフレットを活用したバスの乗り方教室実施の周知を行う。 

（３）地域主体の交通サービスの導入等の支援

  街中での定額タクシー運行等、市内の新たな交通モード導入について検討を進める。 

地域との意見交換を行う。 

２ 協議会及びワーキング委員会の開催 

協議会では、計画の実施等に関し必要な協議を行う。 

ワーキング委員会では、市内各交通事業者で部会を構成し、街中での定額タクシー運

行等、市内の新たな交通モードの導入についてより具体的な協議を行う。 

３ 地域公共交通に係るアドバイザー派遣 

アドバイザーを招聘し、各種事業の実施に係る助言をもらう。

地域との意見交換の際、各地域の異なる公共交通事情も踏まえた説明をしていただく。 
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（単位：円）

今年度
予算額

前年度
予算額

比較増減 備　　　考

1 負担金 1 負担金 1 負担金 0 834,000 △ 834,000

2 補助金 1 補助金 1 補助金 0 0 0

3 繰越金 1 繰越金 1 繰越金 113,868 554,174 △ 440,306 令和5年度から繰越

4 諸収入 1 諸収入 1 雑入 132 826 △ 694 預金利子等

114,000 1,389,000 △ 1,275,000

（単位：円）

今年度
予算額

前年度
予算額

比較増減 備　　　考

1 運営費 1 会議費 1 会議費 0 358,000 △ 358,000

2 事務費 1 事務費 14,000 105,000 △ 91,000 消耗品費等

2 事業費 1 事業費 1 事業費 100,000 926,000 △ 826,000 ICカード購入

3 予備費 1 予備費 1 予備費

114,000 1,389,000 △ 1,275,000

・主な改正点
（１）活性化協議会が直接実施する事業及び事務的経費のみ活性化協議会
　　　予算へ計上する。

（２）委員報酬及び公共交通アドバイザー報酬は、令和６年度から米沢市
　　　の予算から直接支払うこととする。

令和６年度米沢市地域公共交通活性化協議会
収支予算（案）

歳入

款 項 目

歳入合計

歳出

款 項 目

歳出合計

資料６
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2020年 39

39,318
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2022

2023
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米沢市地域公共交通活性化協議会規約 

(設置) 

第１条 米沢市地域公共交通活性化協議会(以下「協議会」という。)は、地域公

共交通の活性化及び再生に関する法律(平成１９年法律第５９号)第６条第１

項の規定に基づき、地域公共交通計画(以下「計画」という。)の策定及び実施

等に関する協議を行うために設置する。 

(事務所) 

第２条 協議会は、事務所を米沢市金池五丁目２番２５号米沢市役所内に置く。 

(事業) 

第３条 協議会は、第１条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

(１) 計画の策定及び変更に関する協議に関すること。

(２) 計画の実施に関する協議に関すること。

(３) 計画に位置付けられた事業の実施に関すること

(４) 前各号に掲げるもののほか、協議会の目的を達成するために必要なこと。 

(協議会の構成) 

第４条 協議会は、次に掲げる委員をもって構成する。 

(１) 米沢市

(２) 公共交通事業者

(３) 道路管理者

(４) 公安委員会

(５) 学識経験者

(６) 市民又は地域公共交通の利用者

(７) 国土交通省東北運輸局

(８) その他市長が必要と認める者

(任期) 

第５条 委員の任期は２年間とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

資料８ 
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(役員) 

第６条 協議会に、次の役員を置く。 

(１) 会 長 １名

(２) 副会長 １名

(３) 監 事 ２名

２ 会長は、米沢市副市長をもって充てる。 

３ 副会長及び監事は、委員の中から互選する。 

(役員の職務) 

第７条 会長は、協議会を代表し、その会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、その

職務を代理する。 

３ 監事は、協議会の出納監査を行う。 

(会議) 

第８条 協議会の会議(以下「会議」という。)は、会長が招集し、会長が議長と

なる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 会議の議決は、出席した委員の過半数の同意をもって決し、可否同数のとき

は、議長がこれを決する。 

４ 委員は、都合により会議を欠席する場合、代理の者を出席させることができ

ることとし、その代理の者の出席をもって該当委員の出席とみなす。 

５ 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正か

つ円滑な議事運営に支障が生じると認められる協議については、非公開で行

うものとする。 

６ 協議会は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して、資料の提供

又は会議への出席を依頼し、助言等を求めることができる。 

(協議結果の尊重義務) 

第９条 協議会で協議が整った事項については、協議会の委員はその協議結果

を尊重しなければならない。 
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(分科会) 

第１０条 第３条各号に掲げる業務について専門的な調査、検討を行うため、必

要に応じ協議会に分科会を設置することができる。 

２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 

(アドバイザー)

第１１条 協議会は、公共交通政策に関する識見を有するアドバイザーを置く

ことができる。 

２ アドバイザーは、第３条各号に掲げる業務等について、必要な助言を行うも

のとする。 

(事務局) 

第１２条 協議会の事務局は、米沢市企画調整部地域振興課に置く。 

(経費の負担) 

第１３条 協議会の運営に要する経費は、負担金、補助金及びその他の収入をも

って充てる。 

(財務に関する事項) 

第１４条 協議会の予算編成、現金の出納その他財務に関し必要な事項は、会長

が別に定める。 

(会計年度) 

第１５条 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わ

る。 

(協議会が解散した場合の措置) 

第１６条 協議会が解散した場合における協議会の収支は、解散の日をもって

打ち切り、事務局においてこれを決算する。 
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(委任) 

第１７条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会

長が別に定める。 

附 則 

１ この規約は、令和２年６月１８日から施行する。 

２ この規約は、令和３年５月３１日から施行し、改正後の米沢市地域公共交

通活性化協議会規約の規定は、令和３年４月１日から適用する。 
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